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－痛みと緩和ケア特集－ 
  がんの治療には大きく分けて、2 つの柱があります。 
「がんを縮小させる治療」と「がんに伴う苦痛・つらさに対する治療」です。 
この 2 つの柱はある時点を境に切りかわるわけではなく、症状や患者さんの状態によ

り、どちらかに重きをおきながら、縫い目も継ぎ目も境界もなく行われるのが理想です。

―――これは下に紹介している本の著者の言葉です。 
今号は、痛みと緩和ケアについての資料をご紹介します。 

◎ 『がんの痛み対策と緩和ケア』(向山雄人、主婦の友社、2009) 

◆「がんは痛いのがあたりまえ」と思っていません

か？痛みがつづくと気持ちも落ち込み、いっそう痛

みを感じやすくなります。 
◆ また、痛みだけでなく、「だるい」「眠れない」「吐

き気」などの症状に苦しんでいませんか？ 
◆ 病気で精神的に落ち込んで、なにもする気になれ

ないでいませんか？ 
 今回紹介するこの本は、痛み対策や痛み以外の症状

に対してのノウハウ、心のケアや食事のトラブル対策

が紹介されていて、日常生活を楽に過ごせるコツが盛

りだくさんです。 
 リンパ浮腫で困っている方、消化管術後の献立で困

っている方、家族の接し方をどのようにしたらよいの

か困っている方など、是非一度読むことをお勧めしま

す。  

支援センターには次のような小冊子があります、また、次ページには痛みと緩和ケアの本を

リストしています。どうぞご利用ください。 

緩和ケアは、がんに伴う体と心の痛みやつらさ

を和らげ、生活やその人らしさを大切にする考え

方で、がんの種類や病状に関係なく受けていただ

くことができます。 
 この冊子では、がんの療養と緩和ケアについて、

考え方、受けられるとき、受けられる場所、ご家

族に知っておいていただきたいことなどについて

まとめられています。国立がんセンターのホーム

ページからダウンロードもできます・ 
http://ganjoho.ncc.go.jp/public/qa_links/ 
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＜＜  かかららだだののととししょょかかんんのの痛痛みみとと緩緩和和ケケアアのの本本  ＞＞  

秋秋ののややすすららぎぎ堤堤  


